
■　平成２６年度　体力向上　全体計画

（めざす生徒像）

１　自ら学び続ける姿勢をもつ生徒

２　健康で思いやりのある生徒

３　自分の行動に責任をもてる生徒

学校教育法 学習指導要領 有能 礼儀

北海道教育施策 根室市教育施策

＜関係法規＞ ＜学校教育目標＞ ＜校訓＞

日本国憲法 教育基本法 社会で生きて働く力をもつ生徒の育成 自主 健康

＜地域・保護者の実態＞

・持久力が低く、シャ

　トルランを最後まで

　走りきることができ

　ない。

・関節が固く、怪我が

　絶えない。

・瞬発力は高いが、調

　整力が低い。

・運動を苦手とする生徒

　が多い。

・自ら学ぶ力を高め，集

　団としての表現活動を

　高めることが課題

・小学校からスポーツ少

　年団活動に熱心であ

　り、体育活動のサポー

　トに熱心に取り組んで

　いる。

・中学生の活動を温かく

　見守るという姿勢を

　持っている地域であ

　る。

・物事に正面から向き合

　い工夫と努力で困難を

　乗り越える生徒に協力

　惜しまない地域であ

　る。

・生徒ともに体育的な活

　動に取り組みたいと考

　える保護者が多い。

＜H２６年度の重点目標＞

「よく学び，正しく行動する生徒の育成」

＜学校体育の全体目標＞

3　学年の枠を超えた交流を大切にし、高い意欲のもと運動に取り組む生徒

１　学校の教育活動全体を通して体育的活動の充実を図る。

２　体育活動の楽しさを味あわせ、運動に親しませる。

３　明るく充実した学校生活を通して集団における基本的な生活習慣を身に

　　つけさせる。

１　いろいろな運動を通して、バランスの取れた体を作る生徒

２　少ない人数でも工夫し、競技の特性を踏まえた運動を考え親しむ生徒

＜生徒の実態＞

・素直で明るく純朴

・耐性の面でやや弱いと

　ころがある

・落ち着いて学習に取り

　組んでいるが，基礎学

　力の定着に課題のある

　生徒もいる

・自ら学ぶ力を高め，集

　団としての表現活動を

　高めることが課題
＜体力面から見える本校生徒の目指す生徒像＞

<生徒の体力の課題 ＞

１　方針

　（１）体育行事を通して生徒の体力向上を図るとともに、自主的・積極的に参

　　　加する姿勢を育てる。

　（２）学年の枠を超えた交流や、一人ひとりの運動意欲の向上を目指し、充

　　　実感・連帯感を感じることができる取組を実施する。

２　重点

　（１）体育行事の充実

　　　①行事計画に生徒の意見や考えを取り入れ、より積極的に参加する姿

　　　　勢を育てる。

　　　②行儀のルールを工夫したり、全校生徒が把握できるよう周知するなど

　　　　し、誰でも楽しんで運動に親しめるようにする。

　（２）群を利用した集団としての取組やまとまりの向上

　　　①群での活動を充実させるため、全校で行う練習の機会を設ける。

　　　②保体委員会の便り作成のほか、執行部や文化委員と連携し、結果や

　　　　記録を知らせる。

　　　③応援に対するマナーや応援の方法を指導する。

　（３）生徒の健康・体力の向上に向けた取組の実施

　　　①4月に実施する新体力テストのデータから本校生徒に不足している運

　　　　動能力を分析する。年間を通して学校行事に向けた継続的な取組（ど

　　　　さんこ元気アップチャレンジ、長縄とび選手権）を実施し、改善と向上

　　　　を図る。

　　　②体育的行事の3週間前より、月、水、金の昼休みに群ごと（学年ごと）

　　　　に運動を実施する。この期間のボール使用は、火、木に変更する。

　　　③生徒会活動や学校の時程変更がある場合には、火、木に実施する。

・怪我を防止する観点から準備運

　動・整理運動にきちんと取り組

　ませる。

・サーキット的な運動を取り入

　れ、巧緻性の補強を行う運動

　に取り組ませる。

・互いに相手の良さや人格を認

　め合いうことで達成できる運動

　種目を工夫する。

学年・学級経営

学級の体力的な弱点を見極め

特別活動等の時間に重点的に

補強運動を取り入れる。

<特別活動>

・運動の機会を模索し、

　できるだけ良質な運動

　の経験を提供する。

・保健体育委員会を核と

　し、運動の大切さや健

　康の大切さの情報を発

　信するともに、運動の

　機会を企画し、提供す

　る。

体　　　育

＜1　　　年＞ ＜2　　　年＞ ＜3　　　年＞

・中学生の発達段階に即した運動経験を積ませる

　ともに、新体力テストの結果を下に適切な体力

　向上計画を設定する。

・怪我の防止に努める姿勢を育成する。

体育係の方針と重点

・中学生の発達段階に即した運動経験を積ま

　せるとともに、適切な体力向上計画の計画

　的な実施を心掛ける。

・怪我の防止に努める活動を適切に実施する。

・中学生の発達段階に即した運動経験を積ませる

　とともに、一層の体力向上の計画を立案し、実

　施に努める。

・怪我の防止に努める活動を適切に実施する。
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